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㈱㈱東東芝芝  セセミミココンンダダククタターー社社   

                            四四日日市市工工場場  環環境境方方針針  

――   理理     念念   ――   

東東芝芝ググルルーーププのの理理念念ででああるる「「““かかけけががええののなないい地地球球環環境境””をを、、健健全全なな状状態態でで次次世世代代にに引引きき継継いいででいいくく

ここととはは、、現現存存すするる人人間間のの基基本本的的責責務務」」ととのの認認識識にに立立っってて、、東東芝芝ググルルーーププ環環境境ビビジジョョンンののももとと、、豊豊かかなな価価値値

のの創創造造とと地地球球ととのの共共生生をを図図るるここととでで持持続続可可能能なな社社会会へへ貢貢献献ししまますす。。   

  

――   方方     針針   ――   

㈱㈱東東芝芝   セセミミココンンダダククタターー社社ググルルーーププのの環環境境方方針針にに基基づづきき、、エエレレククトトロロニニククスス社社会会をを支支ええるるフフ

ララッッシシュュメメモモリリななどどのの製製造造ととそそれれにによよりり発発生生すするる廃廃棄棄、、おおよよびび流流通通ななどどのの事事業業ププロロセセススににおおいいてて

最最先先端端のの環環境境施施策策をを導導入入しし、、可可能能なな限限りり環環境境にに配配慮慮すするるここととをを目目指指ししまますす。。   

そそししてて、、持持続続可可能能なな社社会会ととすするるここととをを目目指指しし、、以以下下のの事事にに全全員員でで取取りり組組みみまますす。。   

  

１１．．倫倫理理観観（（ココンンププラライイアアンンスス））とと継継続続性性（（ササスステテナナビビリリテティィ－－））   

（（１１））西西にに緑緑豊豊かかなな鈴鈴鹿鹿山山脈脈、、東東にに恵恵みみ豊豊かかなな伊伊勢勢湾湾にに立立地地すするるハハイイテテクク工工場場とと意意識識しし、、環環境境

保保全全へへのの取取組組みみをを工工場場経経営営のの最最重重要要課課題題のの一一つつとと位位置置付付けけ、、経経済済とと調調和和ささせせたた環環境境活活動動

をを継継続続的的にに推推進進ししまますす。。   

（（２２））環環境境にに関関すするる法法令令・・条条例例・・協協定定、、当当工工場場がが受受入入をを決決めめたた要要求求事事項項おおよよびび自自主主基基準準ななどどをを

順順守守ししまますす。。   

（（３３））環環境境活活動動レレベベルルのの向向上上をを図図るるたためめ、、定定期期的的なな監監査査とと活活動動ののレレビビュューーをを行行うう事事にによよりり環環境境

ママネネジジメメンントトシシスステテムムのの継継続続的的なな改改善善をを図図りりまますす。。   

  

２２．．実実行行（（エエククセセキキュューーシショョンン））   

（（１１））事事業業活活動動、、製製品品・・ササーービビススにに関関わわるる環環境境側側面面ににつついいてて、、環環境境影影響響をを評評価価しし、、環環境境負負荷荷のの

低低減減、、汚汚染染のの防防止止ななどどにに関関すするる環環境境目目的的おおよよびび目目標標をを設設定定ししてて、、積積極極的的なな環環境境施施策策、、環環

境境調調和和型型ププロロセセススのの導導入入をを展展開開ししまますす。。   

①①ＣＣＯＯ２２ととＰＰＦＦＣＣのの排排出出削削減減施施策策のの実実施施にによよりり、、地地球球温温暖暖化化のの防防止止にに貢貢献献ししまますす。。   

②②３３ＲＲ活活動動のの推推進進、、生生産産性性のの向向上上、、水水資資源源のの受受入入れれ量量削削減減施施策策のの実実施施ななどどにによよるる資資源源のの

有有効効活活用用、、おおよよびび化化学学物物質質のの管管理理のの徹徹底底ななどどにによよりり、、環環境境負負荷荷低低減減にに取取りり組組みみまますす。。

③③環環境境にに関関すするる情情報報のの発発信信、、構構外外活活動動へへのの参参画画をを進進めめるる事事にによよりり、、地地域域・・社社会会ののみみなな   

ささままととのの相相互互理理解解をを促促進進ししまますす。。   

④④全全従従業業員員のの環環境境意意識識をを向向上上すするる事事をを目目的的ととししたた行行事事をを行行いい、、全全員員でで取取りり組組みみまますす。。   

（（２２））製製品品のの環環境境事事前前評評価価、、原原材材料料のの適適正正管管理理とと使使用用量量削削減減にによよりり環環境境調調和和型型製製品品のの提提供供ととササ

ーービビススのの改改善善にに努努めめまますす。。   

  

ここのの環環境境方方針針はは、、社社内内外外にに開開示示すするるととととももにに本本組組織織でで働働くくすすべべててのの人人々々にに周周知知しし、、方方針針

にに沿沿っったた企企業業活活動動をを推推進進ししまますす。。   

                                              株株式式会会社社東東芝芝   セセミミココンンダダククタターー社社   

                                              四四日日市市工工場場   工工場場長長  成成毛毛   康康雄雄   

                                改改正正；；２２００００９９年年４４月月１１７７日日   

  

環境方針環境方針



東芝グループサイト情報2009(2008/4/1～2009/3/31) 2

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

２００２００８８年度年度の環境の主な取組みの環境の主な取組み

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
　１９９６年２月に認証取得、２００７年８月に東芝 セミコンダクター社で統合認証を取得。
２００８年６月に１回目のサーベィランスを受審。
☆化学物質排出量の削減　目標達成！
　化学物質（東芝ボランタリープラン対象物質）の年間排出量を ４４７ｔに抑制（目標 ５２０ｔ/年 以下）。
☆ＣＯ２排出量の削減　目標達成！
　ＣＯ２（エネルギー）を、省エネ施策により17,404t-CO2／年削減（目標 15,666t-CO2／年 以上）。
☆廃棄物ゼロエミッションの継続　目標達成！
　最終処分率は、０．０１８％。ゼロエミッション（最終処分率１％以下）を１９９９年より継続。
☆環境に配慮した製品の開発
　製品移管時の評価件数８０件、製品開発時の評価件数１件
☆資材取引先に関する環境配慮
　２０件の廃棄物委託先について現地確認を行い、適正に処理が行われていることを確認。

◆地域自治会様との環境連絡会
　　　　　地域の環境保全を目的に、四日市市山之一色町自治会様と定期的に連

絡会を開催し、水質・大気などの環境測定データの報告や環境施設の見

学など、環境の取り組み状況についてご報告しています。
地域と密着した企業活動が推進できるよう、今後も継続してコミュニ

ケーションを図っていきます。

［排水処理装置をご見学］

◆みどりの募金活動　　　

　四日市工場では毎年６月の環境月間に「みどりの募金」活動を行って

います。みどりの募金とは、公共施設など身近な生活環境の緑化や、緑

化思想の普及・啓発事業などに活用され、一部は世界的な環境保全のた

めの緑化や森林整備に役立てられています。従業員からの募金は三重県

に寄付をしています。

［出社時の募金風景］

◆カレンダー・手帳回収　　　

　不要となった工場内のカレンダー・手帳を回収し、四日市市社会福祉

協議会へ寄贈しています。カレンダーとしての活用のほか、教材やリハ

ビリの材料としても活用していただいております。このような活動を活

発に行い、リユースの推進、リデュースの意識付けを工場内に広めてい

きたいと考えています。

［寄贈の様子］

◆エコキャップ運動　　　

　２００８年度よりＮＰＯ法人・エコキャップ推進協会が主催するエ

コキャップ運動に参画しています。ペットボトルのキャップを回収し

、再資源事業者に売却、その収益で途上国の子供たちにポリオワクチ

ンを提供するという取り組みです。２００８年度はポリオワクチンお

よそ３７５本分に貢献できました。

［キャップ回収ＢＯＸ］

環境貢献活動環境貢献活動

企業の説明責任企業の説明責任
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環境コミュニケーションの環境コミュニケーションの紹介紹介（つづき）（つづき）

◆出前授業

　子供の理科離れを防ごうと、四日市市教育委員会が企画した出前授業

に参画しました。中学校へ訪問し、半導体の製品や製造の過程、それに

ともなう環境活動などを説明しました。また、実際に製造現場で使用し

ているクリーンスーツの試着体験や半導体の回路をルーペを使って観察

してもらいました。工場で何をどのように作っているのかを多くの子供

たちに興味を持ってもらえるよう努力していきます。

［クリーンスーツを試着体験する子供たち］

◆エコインターンシップ

［環境問題について勉強する子供たち］

　企業の環境管理業務を学生に体験してもらうインターンシップ制度。

四日市工場でも「環境のことを考えて働くことができる人材の育成」を

目的とし、学生に企業の環境活動を実習する場を提供しています。２０

０８年度は地元三重大学生１名に、四日市工場のさまざまな環境に関す

る業務を体験してもらいました。

◆工場見学会

　四日市市教育委員会との連携教育授業の一貫として、小学生を招待

し、工場内見学会を実施しました。半導体という難しい分野であるにも

かかわらず、熱心にメモをとったり、積極的に質問をする姿が見られ、

子供たちが興味を持ってくれたことを感じることができました。

◆Ｋｉｄｓ’ＩＳＯ１４０００プログラム

　子供環境教育（Ｋｉｄｓ’ＩＳＯ１４０００プログラム）は児童が学
校、家庭、地域、あるいは国際的な環境問題をテーマに活動し自立して

いく教育を目的としたプログラムです。私たちは、インストラクターと

して子供たちが環境問題について考えるきっかけ作りをお手伝いしてい

ます。

［工場概況の説明を聞く子供たち］

［環境分析を体験するインターンシップ生］

◆三重県環境学習情報センター

　２００８年１０月、三重県環境学習情報センターで環境展示会を開催

しました。四日市工場の環境への取り組みを８枚のパネルや見本を使っ

て紹介しました。社会見学のシーズンであったこともあり、たくさんの

子供たちに私たちの取り組みを知ってもらうことができました。

［熱心に説明を聞く子供たち］

環境教育活動環境教育活動

社外環境展示会社外環境展示会
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環境コミュニケーションの環境コミュニケーションの紹介紹介（つづき）（つづき）

◆四日市市環境フォーラムシンポジウム

　四日市市の市制１１１周年記念「四日市市環境フォーラムシンポジウ

ム＆展示・交流会」に参加し、四日市工場の地球温暖化防止に関する活

動事例を紹介しました。ほかの企業や、市民団体からもたくさんの出展

があった中、来場者アンケートで『印象に残ったブース』として好評を

いただきました。

◆第１８回 東芝グループ環境展

　東芝グループの環境活動における成果と今後の取り組みについて理解

を深めていただくため、２００８年度も東京都港区の本社ビルで開催し

ました。当工場からも『クリーンルーム建設における省エネ対策』をテ

ーマに活動事例を報告しました。今回の環境展は過去最高となる約５，

０００名のご来場をいただきました。

［好評をいただいた展示ブース］

［展示パネルを説明］

従業員啓発活動従業員啓発活動

［環境パネル展示会］

◆月間行事

　６月の環境月間、１０月の３Ｒ推進月間（３Ｒ･･･リデュース・リユース・リサイクル）、２月の省エ
ネ強調月間には、従業員の環境意識を高める行事を行っています。
工場内で環境パネル展示会、外部の講師による環境講演会、インフラ施設見学会などを開催していま

す。
［環境講演会］ ［省エネ勉強会(他工場見学)］

◆クリーン活動

従業員ならびに常駐会社社員が協力し、定期的に工場周辺道路や工
場内の清掃活動を実施しています。回収したゴミは廃プラスチック、
紙屑、鉄屑、ガラス屑などに分別し、再利用しています。

◆家族見学会

従業員のご家族にも工場経営を理解していただくため、毎年工場
家族見学会を開催しています。製造現場を実際にご覧いただき、お
父さん、お母さんが働く工場で何を作っているかをお子さんにも分
かりやすく説明しています。今回は２８７家族の計１，０４７名に
参加いただき、環境報告書とかんきょうパンフレットを配布し、環
境活動にもご理解をいただきました。

［製造工程を説明］

［回収したゴミを分別］

［回収したゴミを分別］

社外環境展示会社外環境展示会
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環境負荷データ　環境負荷データ　

主な廃棄物名：汚泥　廃酸　廃プラスチック等

主な化学物質：硫酸　メタノール　塩化水素

エネルギー使用量　（単位：ｋL)
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0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

20,000.0

25,000.0

30,000.0

20
00
20
01
20
02
20
03
20
04
20
05
20
06
20
07
20
08

PRTR対象物質 PRTR対象外の物質

第４次ボランタリープラン削減対象の排出量の推移 （トン）

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

20
00
20
01
20
02
20
03
20
04
20
05
20
06
20
07
20
08

PRTR対象物質 PRTR対象外の物質



東芝グループサイト情報2009(2008/4/1～2009/3/31) 6

遵法管理状況遵法管理状況

環境事故・指導指摘・苦情の有無

なし近隣住民からの苦情の有無

高圧ガス保安法に基づく届出不備に対し三重県よりご指導を戴きました（０８／７）。
再発防止を図るためコンプライアンス実行委員会を新設する等の改善を行いました。

行政からの指導・指摘の有無

なし工場周辺や地域での環境問題発生の有無

なし環境事故発生の有無

状況

排水測定結果（主な測定結果）（主な特定施設（酸又はアルカリ表面処理施設等）、河川（部田川～海蔵川）へ放流　

大気測定結果（水管式ボイラー（都市ガス使用）３台、小型貫流ボイラー（都市ガス使用）　２０台）

月１回0.2～1.34.020（三重県条例）ＢＯＤ（ｍｇ／㍑）

週１回0.7～2.65.08（水濁法）フッ素（ｍｇ／㍑）

週１回1.0～5.26.060（水濁法）窒素（ｍｇ／㍑）

月１回0.2～3.24.070（三重県条例）ＳＳ（ｍｇ／㍑）

週１回1.8～3.64.020（三重県条例）ＣＯＤ（ｍｇ／㍑）

月１回7.1～8.06.5～8.05.8～8.6（水濁法）水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値

年２回1.0以下3550ばいじん（mg/Nm3）

年1回0.01以下0.0991.2ＳＯｘ（Nm3/ｈ）

年１回4872130ＮＯｘ（ppm）

測定頻度実測値自主管理値法規制値

騒音・振動測定結果

－－－対象外敷地境界：夜

－－－対象外敷地境界：昼振動（ｄＢ）

－－－対象外敷地境界：夜

－－－対象外敷地境界：昼騒音（ｄＢ）

測定頻度実測値自主管理値規制値測定場所：時間

その他測定結果（下水道法：主な測定結果）

－－－対象外ＳＳ（ｍｇ／ℓ）

－－－対象外ＢＯＤ（ｍｇ／ℓ）

－－－対象外水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値


